
港
区
長
は
、
決
算
委
員
会
で

党
議
員
の
質
問
に
答
え
、
「
来

年
四
月
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で

の
通
院
・
入
院
医
療
費
を
無
料

に
す
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、

保
険
で
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の

医
療
費
が
無
料
に
な
り
、
「
子

ど
も
医
療
証
」
が
発
行
さ
れ
、

窓
口
で
の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
医
療
費
助
成
の
対
象
者
で
、

住
民
税
課
税
世
帯
（
入
院
時
食

事
療
養
費
が
自
己
負
担
）
の
家

庭
に
も
「
子
ど
も
医
療
証
」
が

発
行
さ
れ
、
食
事
療
養
費
負
担

が
な
く
な
り
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
今
年
一
月
小

学
六
年
生
ま
で
の
医
療
費
を
無

料
に
す
る
条
例
を
提
案
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
会
派
に
共
同
提

案
を
よ
び
か
け
、
党
区
議
団
六

名
を
含
む
九
名
で
、
条
例
提
案

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
一

回
定
例
区
議
会
に
提
案
さ
れ
た

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
小
学
生
の
入
院
費
ま
で
拡

大
）
が
審
議
さ
れ
た
保
健
福
祉

委
員
会
で
、
党
委
員
の
提
案
も

あ
り
「
早
い
時
期
に
体
制
を
整

え
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
（
通
院
医
療
費
・
食
事

療
養
費
）
を
図
る
こ
と
」
と
の

付
帯
意
見
を
付
け
る
な
ど
、
助

成
制
度
拡
大
に
む
け
が
ん
ば
っ

て
き
た
こ
と
が
実
っ
た
も
の
で

す
。

■
決
算
委
員
会
傍
聴
記

白
金

Ｂ
さ
ん

今
回
初
め
て
決
算
委
員
会
を
傍
聴

い
た
し
ま
し
た
。
質
問
は
、
私
た
ち

の
身
近
な
問
題
ぱ
か
り
で
し
た
の
で

大
変
興
味
深
く
、
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
少

し
の
時
問
で
し
た
が
議
会
の
雰
囲
気

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
共
産
党
の
議
員
の
方
が
、
前
回

の
区
議
会
で
採
択
さ
れ
た
違
法
建
築

撤
去
の
請
願
の
件
を
取
り
上
げ
て
く

だ
さ
り
、
区
と
し
て
の
今
後
の
対
処

に
つ
い
て
追
求
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
地
域
の
環
境
問
題
に
は
い
つ
も
お

力
添
え
く
だ
さ
り
心
強
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

く
ぼ
た
光
日
本
共
産
党
前
都
議

は
星
野
区
議
と
と
も
に
十
月
十
日
、

台
風
二
十
二
号
の
豪
雨
で
被
害
を

受
け
た
白
金
地
域
の
住
民
を
訪
ね
、

お
見
舞
い
を
す
る
と
同
時
に
要
望

を
聞
き
ま
し
た
。

住
民
か
ら
は
「
古
川
の
水
位
が

あ
っ
と
い
う
間
に
上
が
っ
た
。
恐

ろ
し
か
っ
た
。
」
「
昔
は
洪
水
な

ど
ま
れ
だ
っ
た
。
い
ま
は
繰
り
返

し
起
き
て
い
る
。
抜
本
改
善
し
て

ほ
し
い
」
「
消
毒
を
急
い
で
」

「
ゴ
ミ
の
回
収
を
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
東
京
都
や
港
区
へ
の
意
見
や

要
望
が
多
く
出
さ
れ
、
緊
急
要
望

に
つ
い
て
は
区
防
災
課
、
港
保
健

所
へ
対
策
の
為
の
連
絡
を
と
り
ま

し
た
。
く
ぼ
た
前
都
議
と
星
野
区

議
は
被
害
の
実
態
と
訪
問
で
出
さ

れ
た
住
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
を

ま
と
め
、
港
区
に
対
策
を
求
め
ま

し
た
。

（１）
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４
月
か
ら
医
療
費
無
料
を
中
学
生
ま
で
拡
大

党
区
議
団
の
質
問
に
四
月
実
施
を
約
束

前
都
議
会
議
員

く
ぼ
た
光
（
談
）

港

区

で

中

学

生

ま

で

す

べ

て

の

医

療

費

が
無
料
に
な
る
こ
と
は
画
期
的

な
こ
と
で
す
。
所
得
制
限
も
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
で
も

最
高
レ
ベ
ル
の
制
度
実
現
と
な

り
ま
す
。

私
は
党
区
議
団
と
と
も
に
、

保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聞

い
て
き
ま
し
た
。
「
急
に
熱
が

出
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
り
で
、

医
療
費
が
か
な
り
か
か
る
。
な

ん
と
か
無
料
制
度
を
拡
充
し
て
」

と
の
要
求
を
実
現
で
き
て
本
当

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
都
の

所
得
制
限
を
な
く
す
こ
と
、
国

の
制
度
と
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、

引
き
続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

港
区
議
会
は
九
月
十
六
日
か
ら
二
十
一
日
間
の
日
程
で
第
三
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
代
表
質

問
は
猪
熊
正
一
区
議
、
一
般
質
問
は
北
村
利
明
区
議
が
行
い
ま
し
た
。
六
人
の
党
議
員
団
は
各
常
任
委
員
会
・
特
別
委

員
会
、
決
算
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
区
民
要
望
実
現
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
た
。
決
算
委
員
会
の
総
括
質
問
で
星
野
区
議
の

質
問
に
区
長
は
「
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
来
年
四
月
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
拡
大
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、

港
区
は
じ
め
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
が
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の
無
料
利
用
な
ど

共
産
党
な
ど
の
提
案
で
実
現
し
ま
し
た
。
星
野
区
議
が
所
属
す
る
建
設
委
員
会
で
は
、
前
定
例
会
に
続
い
て
高
層
建
築

な
ど
に
関
わ
る
請
願
が
住
民
か
ら
多
く
提
出
さ
れ
、
星
野
区
議
は
「
採
択
」
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

（
星
野
区
議
が
決
算
委
員
会

で
質
問
し
た
主
な
項
目
）

◎
「
支
所
改

革
」
は
区
民

本
意
に

◎
小
・
中
学

校
、
幼
稚
園

の
全
室
に
空

調
設
備
を

◎
白
金
六
丁
目
の

悪
質
な
違
法
建
築
の
撤
去
を

◎
四
の
橋
交
差
点
歩
道
信
号
の

改
善
を

◎
防
災
無
線
の
難
聴

対
策
を
緊
急
に

◎
高
齢
者
の

仕
事
確
保
の
た
め
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
強
化
を

◎
超
高
層
建
築
に
歯
止
め
を

◎
障
害
者
対
策
の
強
化
を

◎
複
合
電
波
障
害
対
策
に
事
業

者
の
負
担
を
求
め
よ
。

台風に備え土のうを積み上げる（白金１丁目）

■
台
風
被
害

く
ぼ
た

前
都
議
が
対
策
に
奔
走
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■
三
宅
島
に
日
本
共
産
党

調
査
団

安
全
・
安
心
の
帰
島
実
現
を

東
京
・
三
宅
島
の
噴
火
災
害

に
と
も
な
う
全
島
避
難
か
ら
四

年
余
を
経
て
、
来
年
二
月
に
村

民
の
帰
島
を
め
ざ
す
三
宅
島
の

現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、

日
本
共
産
党
の
調
査
団
（
団
長
・

山
口
富
男
衆
議
院
議
員
）
は
十

五
日
、
三
宅
村
を
現
地
調
査
し

ま
し
た
。
調
査
に
は
港
区
議
員

団
か
ら
は
星
野
・
い
の
く
ま
両

区
議
が
参
加
し
ま
し
た
。

島
内
は
都
道
な
ど
一
部
復
旧

は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い
ま

だ
に
火
山
ガ
ス
の
噴
出
、
火
山

灰
に
埋
も
れ
た
家
屋
な
ど
な
ど

深
刻
な
状
態
で
す
。
港
区
内
に

は
約
百
名
の
三
宅
村
民
の
方
々

が
帰
島
へ
の
希
望
と
不
安
の
中

で
避
難
生
活
を
お
く
っ
て
い
ま

す
。
党
区
議
団
は
住
宅
・
就
業

な
ど
村
民
が
安
心
し
て
帰
島
で

き
る
対
策
を
国
や
都
が
と
る
よ

う
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

■
高
齢
者
の
無
料
入
浴
券

来
年
か
ら
郵
送
に
変
更

高
齢
者
の
無
料
入
浴
券
の
利

用
者
は
、
わ
ざ
わ
ざ
区
役
所
ま

で
取
り
に
来
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
予
算
委
員
会
の

中
で
「
高
齢
者
を
何
故
わ
ざ
わ

ざ
区
役
所
ま
で
取
り
に
来
さ
せ

る
の
か
、
従
来
ど
お
り
郵
送
に

戻
す
よ
う
」
求
め
て
い
ま
し
た
。

決
算
委
員
会
で
、
再
度
無
料
入

浴
券
の
配
布
は
郵
送
に
戻
す
よ

う
求
め
た
の
に
対
し
、
「
高
齢

者
が
窓
口
に
来
所
す
る
の
は
、

大
変
と
の
要
望
が
多
い
た
め
来

年
度
か
ら
郵
送
に
変
更
す
る
予

定
で
す
」
と
変
更
さ
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

■
聞
き
取
り
に
く
い
防
災

無
線
、
対
策
を
約
束

九
月
四
日
の
集
中
豪
雨
の
際
、

雨
量
警
戒
放
送
が
防
災
無
線
で

流
さ
れ
ま
し
た
。
区
に
は
放
送

直
後
か
ら
「
何
の
放
送
だ
っ
か

分
か
ら
な
い
」
の
苦
情
・
問
い

合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
し
た
。

万
一
の
場
合
に
、
災
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め
に
行
う
情
報

提
供
、
避
難
勧
告
・
指
示
な
ど

が
、
逆
に
不
安
を
あ
お
っ
た
り
、

役
に
立
た
な
い
の
で
は
、
区
民

の
生
命
・
財
産
・
生
活
を
守
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
党
議
員

団
は
こ
れ
ま
で
も
議
会
審
議
、

毎
年
の
予
算
要
望
な
ど
で
防
災

無
線
の
難
聴
解
消
を
早
急
に
と

求
め
て
き
ま
し
た
。
今
決
算
審

議
で
も
「
各
戸
対
応
を
含
め
緊

急
の
改
善
」
を
求
め
ま
し
た
。

理
事
者
は
「
難
聴
対
策
は
防

災
無
線
シ
ス
テ
ム
を
デ
ジ
タ
ル

方
式
に
変
更
し
、
解
消
に
取
り

組
む
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

■
高
齢
者
の
生
き
が
い
・シ

ル
バ
ー
の
仕
事
を
奪
う
な

区
立
の
駐
輪
場
（
田
町
駅
、

品
川
駅
）
の
管
理
・
運
営
は
、

港
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

十
一
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
白

金
高
輪
駅
は
区
外
の
管
理
会
社

に
委
託
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
関
係

者
は
「
駐
輪
場
の
仕
事
は
高
齢

者
に
む
い
て
い
る
。
白
金
高
輪

駅
で
仕
事
が
で
き
る
と
喜
ん
で

い
る
高
齢
者
が
多
か
っ
た
の
に
」

と
今
回
の
区
の
や
り
方
に
や
り

き
れ
な
い
気
持
ち
を
表
わ
し
て

い
ま
す
。

党
区
議
団
は
決
算
委
員
会
で

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
に
仕
事
の
機
会
を
提
供

し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
生

み
出
す
場
所
。
仕
事
ぶ
り
は
区

民
の
方
々
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い

る
。
高
齢
者
の
仕
事
確
保
、
シ

ル
バ
ー
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
育

成
は
、
今
ま
で
以
上
に
強
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
質
問
し

ま
し
た
。

理
事
者
は
、
「
高
齢
者
の
い

き
が
い
づ
く
り
や
、
高
齢
者
の

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、

支
援
・
協
力
を
進
め
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

く
ぼ
た
前
都
議
は

党
区
議
団
な
ど
と
と

も
に
、
地
下
鉄
泉
岳

寺
駅
前
、
白
金
台
駅

前
、
白
金
高
輪
駅
前
、

Ｊ
Ｒ
田
町
駅
前
な
ど

区
内
各
地
で
新
潟
県

中
越
地
震
、
台
風
・

豪
雨
の
被
災
者
を
支

援
す
る
た
め
、
募
金

活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
「
共
産
党

さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ん
」

「
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
と
、
涙
が
止
ま
ら

な
い
」
な
ど
と
声
を

か
け
、
ど
こ
で
も
多

く
の
区
民
が
訴
え
に

応
じ
て
い
ま
す
。
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泥流に埋もれた家屋と自家用車(三池地区)

「救援募金」を訴えるくぼた前都議と星野区

議＝１０月２７日、地下鉄・白金高輪駅前

港
区
は
、
財
政
状
況
を
示

す
各
種
の
指
標
か
ら
、
区
の

財
政
は
「
盤
石
」
と
の
認
識

を
示
し
て
い
ま
す
。

毎
年
毎
年
大
幅
な
黒
字
が

生
ま
れ
、
積
立
金
も
八
八
三

億
円
（
一
〇
月
現
在
）
と
、

区
政
史
上
最
高
額
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
国
民

健
康
保
険
料
の
滞
納
世
帯
の

増
加
、
生
活
保
護
世
帯
の
増

加
、
小
・
中
学
生
の
就
学
援

助
認
定
者
の
増
加
な
ど
、
区

民
生
活
の
悪
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。

党
区
議
団
は
決
算
委
員
会

の
中
で
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
財
政
力
を
、
港
区
の
第

一
の
仕
事
で
あ
る
「
区
民
福

祉
の
増
進
」
に
こ
そ
使
う
よ

う
主
張
し
、
区
民
要
求
の
実

現
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

積
立
金
が
883
億
円
と
史
上
最
高
額
に

豊
か
な
財
政
を
区
民
の
た
め
に
使
う

当
た
り
前
の
区
政
運
営
を

新潟中越地震、台風・豪雨災害

くぼた光前都議、被災者支援に全力

※２００４年港区議会第４回定例会は１１月２５日から開会予定です。

９月現在 ８月現在


